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著者の社会学者ダニエル	F. チャンブリスは、『ケアの向こう側　看護職が直面する道徳的 ･ 倫














































では、ナースに比べて比較的 ｢決定権｣ を持つと思われる医師には ｢倫理的ジレンマ｣ につい




















　｢倫理的ジレンマ｣ のひとつの命題（例えば ｢延命治療を差し控えるべき｣ といった命題）
をひとつの専門職集団が担い、そしてその正当性を他の命題（「延命治療を積極的に行うべき」
といった命題）を担う集団と争う。さらに、その専門職集団の一員は、自分が所属する集団の価




























の価値観との同一化により、｢倫理的ジレンマ｣ が ｢政治的論争｣ として現れるさまを記述する。


































化｣ され、日々の業務が ｢ルーチン化｣ していることを ｢忘れてしまう｣ こと、これこそが注意
を向けるべき倫理的な問題ではないか、そのようにチャンブリスは指摘する。
もっとも、｢組織化｣ ｢ルーチン化｣ ｢患者の非人格化｣ に抵抗しようとする努力、それらを忘
れないようにしようとする努力が、現場では絶えず行われていることをチャンブリスは記述する。
しかし、そのような抵抗もむなしく、医療の ｢組織化｣ はとまらない。｢組織化｣ や ｢ルーチン
















れた現実である｣ という哲学者モーリス ･ ナタンソンの言葉を引用する（53）。









































『ケアの向こう側　看護職が直面する道徳的 ･ 倫理的矛盾』─ Beyond Caring  hospital, nurses, and 
the social organization of ethics ─ダニエル	F. チャンブリス著、浅野祐子訳、日本看護協会出版会、
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